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水位＋雨量の観測ノード

地温の観測ノード 地温観測とLoRa/3Gゲートウエイ

システム構成図
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１．初めに
　観測ノードは、最大20台を想定しております。　LoRaとオリジナルの自社プロトコー
ルを使用し、正確な時間の維持、通信が衝突しないように通信スケジュールの管理、そ
して再送の機能も実装しております。　消費電力も小さく、4-20mA接続の水位センサー
を接続し、10分間隔で計測送信しても１年以上、内蔵した単２アルカリ電池８本で連続
動作する試算です。太陽電池の使えない日陰でも問題なく1年計測ができます。
　もちろんこれまでの「手に乗るWeb観測点」の全てのセンサーが利用可能です。

２．特徴
　１）　アナログ４チャネル、デジタル入力２チャンネルを持つ汎用ロガー機能を持ち
　　　 様々な複数の汎用センサーを接続できます。12V,5Vのセンサー給電も行えます。
　２）　IP65の防水ケースに収納され写真の様にそのまま工事用単管に取り付けられます。
　　　　必要な所に設置して直ぐ観測を始められます。
　３）　920MHzのLoRaを利用し長距離での安定した無線通信を行います。
　　　　研究所の敷地500ｍ四方、多摩川河川敷1.5km。筑波山ロープウエイ山頂頂駅と
        学園都市内研究所7km通信確認試験で安定通信を確認しております。
　４）　定期的にネットと時間合わせし各ノードもゲートウエイからの順次同期で
　　　　正確な時刻を全体で維持します。
　５）　ゲートウエイも他の計測ノードと同様の観測機能を持ち、機器を有効利用します。
　６）　ゲートウエイは、常時LORAノードからの計測データを受信、定期的にまとめて
　　　　サーバにメール送信します。
　７）　グラフ、CSV,データ処理、データ表示のWebトータル・サービスを提供します。
　　　　　計測からWeb利用までの一連をサポート
　８）　汎用観測ノードで増設が容易
　　　　観測ノードは汎用でノード番号や入力の設定を行うことで他のセンサーの
　　　　追加を行うことができます。
　９）　通信費用はゲートウエイの３G通信のみでLoRa通信費用はかかりません。
　10)　LoRaプライベートで自由に利用できる社内サーバを利用します。
　　      御社サーバへのデータ転送のカスタマイズ可能です。

３．用途
　　・研究施設内、敷地全体に渡る多地点総合観測
　　・工事現場全体の総合観測　約（200m四方の実績）
　　・斜面の総合観測
　　　　山の全体が見通せる所にゲートウエイを設置すれば山全体の観測も可能です。
　　・工場の敷地全体での観測・監視
　  ・リアルタイム計測データを利用してシミュレータとの連携
　　・広い農地のやハウスの総合観測
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LoRa LoRa LoRa LoRa LoRa 観測ノード観測ノード観測ノード観測ノード観測ノード 11111
　水位・雨量・内部温・電圧を観測し内部
に単２乾電池ｘ８本で　３分毎計測、10分
毎送信を行っています。
　電池だけでの駆動予測期間　270日
 (10分毎の計測・送信なら1年）
計測データはゲートウエイに送信されそこ
でまとめてサーバに送信されWeb用に処理
されます。
　

LoRaLoRaLoRaLoRaLoRa 観測ノード２観測ノード２観測ノード２観測ノード２観測ノード２（（（（（林林林林林内内内内内）））））
　林内・地温・内部温度・電圧を
単２乾電池ｘ８本で　３分毎計測、
10分毎送信しています。
　電池駆動予測期間　400日
処理は、ノード１と同じです。駆
動時間が長いのは、センサー消費
電力が小さいからです。

LoRaLoRaLoRaLoRaLoRa ゲートウエイゲートウエイゲートウエイゲートウエイゲートウエイ（（（（（高高高高高台台台台台ののののの上上上上上）））））
　　10Wの太陽電池で鉛蓄電池20Ahを充電
しながら10分毎に受信したデータと自身の
観測データもまとめてサーバにメール送信
しています。
　無日照動作期間20日（鉛電池の容量）

機器は 2m の単管に取り付けられ、上から
ゲートウエイ、太陽電池10W、充電コント
ローラと鉛電池の収納ボックスです。
　重さはバッテリが最も重く7kgで後は2kg
以下です。

　
　
　

４． 設置機器
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５．　Web グラフ表示

　各観測結果はサーバでデータベースに登録されグラフ化、CSV化を行うとともに必要に
応じてプログラムの自動処理を行います。以下のWebグラフ表示は実際の観測です。
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６． LoRa（Long　Range)が省電力で7kmの長距離を通信できるわけ

　・スピードを遅くしてデータを冗長にして弱い電波でも通信できる
　　様にしています。1ビットを複数ビットにして通信されたデータの
　　一部が間違っていても元に戻せるようにしています。

　・広い周波数に通信電波を広げ、一部の信号にノイズが乗っても
　　全体の信号では影響が少ない様にしてノイズに強くしています。

　上記の方法で-発射した電波の100万分1の強さでも安定して通信できます。
　このため、減衰50dB程度のコンクリートの壁を通しても通信できます。
　林や森の中の減衰率もコンクリートに比べらて小さいので長距離の通信ができます。
　さらにフレネルの法則で必要な紡錘型の電波が通る範囲が確保でききる筑波山山頂
　の様な見通しの良い所にアンテナが置ければ7kmの安定通信も可能となります。



６．機器仕様

計測・制御ボード
入力 アナログ4ch(18ビットAD使用：利用有効16bit)

デジタル2ch
0～ 15V　0～1V　4～20mA　0～10mA　出荷時設定

RTC リアルタイルクロック搭載（ボタン電池で保持）
内部ログ記憶 64ワードｘ2000レコード　
給電電圧 12V
消費電流 最大2A
動作温度 -20℃～70℃
寸法 100x110mm

モデム 通信 3G　（LTE版開発中！）

電源
<LoRaノード> 最大20ノード
電池 単2アルカリ電池ｘ8本
動作温度 0～45℃
＜LoRaゲートウエイ>
太陽電池 10W
鉛バッテリ 12V18Ah　181x167x78mm　6.3kg
充電コントローラ 12V　最大充電10Ah　20x90x55mm　65g

収納ボックス　（制御機器収納ボックス、バッテリ収納ボックス各1個に収納）
<LoRaノードおよびLoRaゲートウエイ>
寸法：　 13cm x 13cm x 10cm
寸法 140x150x100mm(突起部は除く）
重量 1kg　（乾電池、取付金具除く
防水 IP65
<バッテリ収納>
寸法 350x250x150mm
重量 3kg
防水 IP65


